
スギスギスギスギ辺材辺材辺材辺材（（（（白太白太白太白太）とスギ）とスギ）とスギ）とスギ心材心材心材心材（（（（赤身赤身赤身赤身）の違いについて）の違いについて）の違いについて）の違いについて    

○辺材：丸太の外周部で色が白い部分。伐採時まで一部の細胞（柔細胞）が生きている。 

心材：丸太の内部で色が濃い部分。辺材が心材に移行する際に、柔細胞が防腐・防虫効果のある成

分（抽出成分）を生産し、周囲の細胞に分配するため、心材は濃色で耐久性が高い。抽出成

分を生産し終わると、柔細胞は死滅する。 

 

 

 

○抽出成分とは？ 

 ・木材を構成する成分のうち、水や有機溶媒に溶け出る成分 

 ・木材の色、香り、抗菌性等、その樹種のもつ特徴の一部を作り出す 

 ・抽出成分の一部は、細胞壁表面上で不溶化して保護層を形成 

 ・抽出成分が抗菌性や抗蟻性を有する 

 ・辺材にも少量含まれるが、心材に多く含まれる（抽出成分量は⼼材重量の１〜２％） 

 

○スギ精油（抽出成分の内で、水に不溶の成分）の効果 

１）

 

   （A）カビの生育抑制（カビが生えにくい） 

   （B）大腸菌の増殖抑制（雑菌が増えにくい） 

   （C）ダニの忌避（ダニが近づかない） 

   （D）ウイルスの不活化（ウイルスの感染力が低下） 

 （A）〜（D）の性質は、辺材よりも、抽出成分の多い心材で、より強く発現する。 

 

○（A）〜（D）以外の性質として 

・耐  朽  性：スギ心材（腐りにくい） ＞ スギ辺材（腐りやすい）

２）

 

・耐  蟻  性：スギ心材（シロアリ食害が少ない）＞ スギ辺材（シロアリ食害を受けやすい）

２）

 

・香      り：スギ心材（香りがある） ＞ スギ辺材（香りはほとんどなし）

３）

 

・強      度：スギ心材 ＝ スギ辺材 （強度に差はない） 
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